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本年度は、１．各種リッサウイルスと狂犬病ワクチンの交差反応性を比較し

た。その結果、一部のコウモリリッサウイルスには効果がないことが再確認

された。また、国内の飼育犬に関する抗狂犬病ウイルス抗体保有状況の調査

を行った。2．2019年に新たに国内承認された海外製ワクチン（GSK ラビピ

ュール筋注用）と未承認ワクチン（輸入代行業者輸入）の流通により、国内

では、ヒト用狂犬病ワクチンが現在約30万ドーズ流通していることが明ら

かになった。海外渡航外来を有する代表的国内3医療機関への調査では、海

外での動物咬傷曝露患者数は年間百数十例程度、曝露後ワクチン接種者数

は年間200例程度であった。3．既に出版された国内の狂犬病リスクに係る分

析結果のモデルおよび定量的分析内容に関して妥当性を検証した。リスク

評価の過程で重視される分析そのものの妥当性や検討された数値的な分析

の範囲について数理モデルを専門にする立場から分析し、その結果を研究

班会議で提供した。4．国内で狂犬病を発症した犬が確認された際に、けい

留されていない犬の抑留が著しく困難な場合に、狂犬病予防法に基づき実

施される毒餌による薬殺についての検討を行った。5．現在の狂犬病予防体

制における犬の予防接種の課題について調査した。国内に年間約53万ドー

ズの余剰ワクチンが存在することが推定された。野生動物に狂犬病が流行

した際に使用される可能性が高い経口ワクチンについて、準備の検討がほ

とんど進んでいない現状が判明した。 
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A.研究目的 

狂犬病については、我が国では60 年以上

国内での感染事例がないが、これは昭和25

年に施行された狂犬病予防法によるところ

が大きい。狂犬病予防法は犬の飼い主に所

有する犬について以下の3つの義務を課し
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ている：①登録の義務、②予防注射の接種義

務、③鑑札・注射済票の装着義務。これに基

づき、自治体では犬の登録と鑑札・注射済票

の交付等の事務を実施している。 

一方で、我が国における犬の飼育状況は

法施行当時から大きく変わってきている。

動物の愛護及び管理に関する法律も令和元

年に改正、本年6月に施行され、犬猫の販売

業者にマイクロチップ（MC）の装着・登録が

義務づけられた（義務対象者以外にも努力

義務が課される）。本改正に伴い、狂犬病予

防法上の鑑札装着に関し、代替措置として

MC 装着を認めることとなった。 

また、2018 年7月に公表された国際獣疫

事務局（OIE）による日本の獣医組織能力の

評価報告書では、国際基準等に比べると、日

本の狂犬病に対するリスク管理措置が非常

に厳しいため、費用便益効果を含むリスク

評価を実施すべきと勧告がなされた。また、

総務省による規制の簡素合理化に関する調

査では、狂犬病予防注射について実施頻度

の見直しを含めた狂犬病予防注射の在り方

を見直すべきと指摘された。 

本研究においては、現行の狂犬病予防に

係る規制を分析し、狂犬病予防体制を推進

するための方策を提言することを目標とす

る。 

 主な実施内容として、 

1）科学的知見に基づく国内の狂犬病のリス

ク評価 

2）現行の狂犬病予防法における課題の抽出

とその対策 

3）動物の狂犬病サーベイランスに係る検査

及び情報収集体制の強化の検討 

4）動物における狂犬病ワクチン接種の現状

と問題点の抽出 

5）ヒトにおける狂犬病対策の現状と問題点

の抽出 

上記結果をもとに明らかになった課題に

ついて、狂犬病予防業務に関わる専門家等

関係者を含め検討する。 

 

成果の概要を下記にまとめた。 

１．班会議を開催し、課題に関して専門家を

招聘して情報収集するとともに対応策につ

いてまとめた。その中で、各種リッサウイル

スと狂犬病ワクチンの交差反応性を比較し

た。その結果、一部のコウモリリッサウイル

スには効果がないことが再確認された。ま

た、国内の飼育犬に関する抗狂犬病ウイル

ス抗体保有状況の調査を行った。 

2．現在、本邦のヒト用狂犬病ワクチンは、

海外渡航前曝露前接種と海外での動物咬傷

曝露後接種に対応するものがその主な対象

である。国産ワクチン（KMバイオロジクス 

旧化血研）の生産は 2019 年で休止したが、

2019年に新たに国内承認された海外製ワク

チン（GSK ラビピュール筋注用）と未承認

ワクチン（輸入代行業者輸入）の流通によ

り、ヒト用狂犬病ワクチンが国内では、現在

約 30 万ドーズが流通していることが明ら

かになった。海外渡航外来を有する代表的

国内 3 医療機関への調査では、海外での動

物咬傷曝露患者数は年間百数十例程度、そ

れに対する曝露後ワクチン接種者数は年間

200例程度であった。ポストコロナで今後国

際間での交流・渡航が再開されれば、動物曝

露を受けた入国者の再度増加と狂犬病患者

の流入の懸念もあることが予想される。国

内医療機関で帰国後発症狂犬病患者に対し

て、医療従事者やその家族が患者本人から

ウイルスの曝露を受けるリスクはゼロとは
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いえず、狂犬病の確定診断前に医療従事者

が曝露のリスクにさらされる可能性がある。

曝露の可能性のある医療従事者に対して、

必要に応じたワクチン量の確保と共に、曝

露した医療従事者に対する適切な曝露評価

リスクを構築することは重要である。また

狂犬病は致死的な疾患であるため、患者を

ケアした医療従事者が不安をかかえること

が多い。このため、医療従事者に対するカウ

セリングも必要である。 

3．既に出版された国内の狂犬病リスクに係

る分析結果のモデルおよび定量的分析内容

に関して妥当性を検証した。リスク評価の

過程で重視される分析そのものの妥当性や

検討された数値的な分析の範囲について数

理モデルを専門にする立場から分析し、そ

の結果を研究班会議で提供した。定期的に

開催した研究班会議ではこのようなリスク

評価の仕組みについて他の研究班員と共有

し、これまでに積み重ねられてきた研究で

不足している点や検討を要する点について

議論を重ねた。 

4．我が国では昭和 25 年に施行された狂犬

病予防法に基づく対策を行うことによって

国内で狂犬病に感染する事例は 60 年以上

にわたって報告されていないが、日本の狂

犬病に対するリスク管理措置が国際基準等

に比べて非常に厳しいとの指摘が国際獣疫

事務局（OIE）からなされている。本研究で

は、自治体関係機関等の研究協力を得て、国

内で行われている現行の動物の狂犬病調査

等の体制整備強化についての現状調査、課

題抽出、分析等を行った。国内で狂犬病を発

症した犬が確認された際に、けい留されて

いない犬の抑留が著しく困難な場合に、狂

犬病予防法に基づき実施される毒餌による

薬殺についての検討も行った。 

5．現在の狂犬病予防体制における犬の予防

接種の課題について調査した。特に、狂犬病

が発生した場合の犬および野生動物用のワ

クチンの確保に関する問題点を中心として

検討を行った。狂犬病が発生した場合、動物

用狂犬病ワクチンの需要が増大することが

予想される。国内に存在する余剰ワクチン

の量を調査したところ、国内に年間約 53万

ドーズの余剰ワクチンが存在することが推

定された。ただし、これらのワクチンは全国

の動物病院等に分散して存在すると予想さ

れるため、狂犬病発生時にスムーズに余剰

ワクチンを集約するためのシステムの構築

が望まれる。また、本年度の調査結果より、

野生動物に狂犬病が流行した際に使用され

る可能性が高い経口ワクチンについて、準

備の検討がほとんど進んでいない現状が判

明した。今後、海外から入手できる経口ワク

チンの種類と特徴を調査した上で、それぞ

れを野外使用する際の課題を予め整理して

おく必要があると考えられた。 

 

B. 研究方法 

各々の詳細は分担研究報告書に記載 

 

C. 研究結果 

各々の詳細は分担研究報告書に記載 

 

D.考察 

各々の詳細は分担研究報告書に記載 

 

E. 結論 

各々の詳細は分担研究報告書に記載 

 

F. 健康危機情報 
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各々の詳細は分担研究報告書に記載 
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